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家畜の下垂体前葉の酸好性細胞に就 て

第1報 牛,山 羊及び豚の前葉 の

酸 好 性 細 胞 の2型

山 岡 誠

Cytologicalstudiesontheacidophilesofthe

anteriorpituitariesofdomesticanimals

I.Twotypesoftheacidophiles

intheanteriorpituitariesof

cattle,goatsandpigs

MakotoYamaoka

1.緒 言

下垂体 前葉 の腺細胞は,従 来 酸好性,塩 基好性,色 素嫌性細 胞の3細 胞型 に分類 されて

いたが,最 近,下 垂体 の固定,染 色に種 々の新 しい技術 が考案 され,こ れ らを用 いて前葉

細胞 を更に細か く分類 してホルモ ン分 泌 と結 びつけ,前 葉 の生理 的機能 を一層適 切に説明

しよ うとす る報告 が幾 つ も出る様 になつた.即 ちDawsonandFriedgoodi)等 は兎 と猫

で,Hartmann,FainandWolfe2、 等 は犬で酸好性細胞 を更に2型 に,Wolfe,Cleveland

andCampbell3)等 は 犬で,Romeis(1940),Gomori(1950),Halmi(1950),Purves

andGriesbach(1951)等 は 鼠 で塩 基好性細胞を2型 に分類 した.叉Goldbergand

Chaikoff'i)等 は,犬 の前葉 で酸好性細胞 を α,ε に,塩 基好性細胞 を β,δ に区別 し,そ

れ に色素嫌性細胞 の γ と,今 迄知 られ ていなかつた ζ 細胞 の2種 を加えて 合計6細 胞型

に細分 してい る.

以上の様 に下垂体 の前葉細胞は,従 来 の3型 であつた ものが,現 在 では最 も多い場合 に

は6型 に まで分類 され る様になつた.

この様 な研究 の動 向は全 く下垂体前葉 ホルモンの 生理学的研究 と歩調 を合 せた もので,

近 年 になつて前葉 ホルモ ンの生化学 的及び生理学 的研究 は著 しい進歩 を示 し,多 種類 の ホ

ルモ ンの存在が証明 され,こ れ らのホルモ ンが,ど の種類 の細胞型か ら分泌 され るか とい

う問題については,従 来認 め られて きた下垂体前 葉の僅 か3種 類 の細胞だけでは,前 葉 ホ

ルモ ンの生理 学的作用を説明す るのに,次 第 に不 便や矛盾 を感 じる様 な情勢になつて きた

か らであ る.

今 回の報告 は,牛,山 羊及び豚等 の家畜 の下垂体前葉 を研究 の対象 とし,従 来3細 胞型

にのみ分類 されていた前 葉の腺細 胞を更 に細か く分類 しよ うと試 み,就 中,酸 好性細胞 の

細分 を行つた もので,家 畜の下垂体 前葉 ホルモンの生理機構解明に対す る基礎的研 究の…

端 として行われた ものである.
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この研究 は,九 大農学部畜鹿学第二教 室加藤嘉太郎教授 に 懇篤 なる御指導 と校 閲の労 を

執つ て頂 き,叉 兵庫農科大学 石橋武 彦助教授 と当畜塵学第二教 室松尾イ、1・一教 官には,い ろ

い ろと援助 して頂 いた.こ れ らの方 々に謹んで厚 く感謝の煮を表す る.

II.材 料 及 び 方 法

下垂体前葉は,九 大附属農揚繋養 のホルシュ タイン種,成牛 牝,牡 夫91頭,福 岡 市内

業者繋養のザt-一ネン種,成 熟 山羊牝,牡 夫t2頭 及び福岡市営屠場の ヨー クシャ ー種,成

豚牝,牡 夫)1頭 か ら採取 した.

材 料 の固定及び染色 法は・Goldberg-Chaikoff(1952)法 を 当教 窒に於て考案変法*し

た ものを用いた.そ の理 由は,Goldberg--Chaikoff法 は 犬 の下 垂体前 奨の 細胞型分別 の

ために考案 され た ものであるが,こ の方法 に よると牛,山 羊 及び豚等 の下垂体 前 藁の染め

分 けには,犬 の場合 の様 に明かな分 離が見 られ なかつた ので,他 の家畜の場合 に もよ く染

め分け 出来 る様 に染色法 の一部を当教室 で改良 した もので,そ の他の些 細な改変 と共に,

そ の要領を示す と次 の様にな る.

先 ず,固 定液は所定 の如 き昇莱一 ホルマ リン液 を用い,固 定時間は材料の大 きさ,家 畜

の種類,室 温等の諸 条件 を考 慮に加 えて17～24時 間 とした.常 法 の如 くパ ラフィン包煙

を行 い,1～2μ の矢状切片 とし,所 定の様 にパ ラフィンを除去 す る.

染 色法 の中,Goldberg--Chaikoff法 で使用 され てい るacidfuchsin-orangeG混 合

液 を2つ に分け て第1表 の様 に第1液 と弟2液 に した.

第1表

この処置 は,変 法 の核心 とな るもので,Goldberg-Chaikoff法 の混 合液 で染色 した際

に見 られ るacidfuchsinとorangeGの混合 色 に染 まる何型 に属 させ るか 判断 に迷 う

細胞 も,こ の変法 の第1,2液 を 別 々に通過 させ ることによつ て,仮 会,家 畜 の種類 に よ

る染色態度 に相違が あつ ても明確にacidfuchsinに のみ染 る型 とorangeGに だ け染

る型 の2型 に染め別け られ るのであ る.染 色時 間は大略,第1液3分,直 ちに水洗(5秒),

第2液20～30秒,直 ちに水洗(10秒)後,2%燐 モ リブデン酸水溶液 中に2分 浸 して色

素 を定着 させ る・以上 の染色時 間は,家 畜 の種類に よつて も当然 異るか ら,大 略の時間を

示 した もので,個 々の場合,顕 微鏡下 で観察 し調節 しなが ら染色操作 を進め る.そ の後の

処置は,Goldberg-Chaikoff法 に 示 され る如 く行 う.

各 種細胞型の比率算 出に際 しては,RasmllssenandHerrickr))等 の方法 を参考 に して,

*加 藤 嘉 太 郎
,他:Goldberg-Chaikoff法 の 変 法 の提 唱(臼 木 畜 産 学会 報,第23巻 別 号 の2,

1952).
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下 垂体1個 につ き2000～3000の 細 胞を算 えた.細 胞の大 きさの測定には,オ クラー ・ミ

クロメー ターを使 用 した.

III.観 察 及 び 考 察

観察の結 果を先 に述 べ ると,牛,山 羊 及び豚の下 垂体 前葉 は,Goldberg-Chaikoff法

の 変法に よつてorangeGに 染 る α 細胞 とacidfuchsinに 染 る ε細 胞 が明かに識別

された.こ の 方法 で 染色 した同 ・の プレパ ラー トの 切片か ら色素 を脱色せ しめ,改 めて

Severinghaus法 叉 はhaematoxylin-eosinに よ る普通染色法 を施す と,α,ε 細 胞 とも

に前者の場合 にはacidfuchsinに,後者 の場合 ではeosinに 染 ま り,い ずれ も従来 の

酸好性細胞 の範疇 に属す るものであ る事 が判明 した.

以 下,豚 の酸好性細胞 に就 て述べ て見 る と,α 細 胞の外形 は,円 形,楕 円形,卵 円形 叉

は長楕円 形等種 々であるが,普 通卵 円形で(第1図1～3),大 き さは径6μ 位の γ細胞

に似 た比 較的小型の ものか ら15μ 位の大型の もの まであ り,大 体径12μ 位 の ものが 多

く,細 胞質に含 まれ る分 泌顆粒 はorangeGに 染 ま り,そ れが緻密に詰つた ものや,ま ば

らなもの等,種 々の段階 のものが観 察 された.一 般 に小型 の細胞 では,そ の核がchroma・

tinを 多 く含 んで暗 く見え,細 胞質 には顧粒 が充満 し(第1図1),こ れ に反 し大型 の細

胞では,核 はchromatinが 少 いので明る く見え,顆粒 は まば らであ る(第1図2).い

ず れ の場合 も核 は,円 形 叉ほ楕 円形 で,大 多数 の核は楕 円形であ り,細 胞 の中央 よりやや

一方 に偏在 し,核 内には1 ,2個 のacidfuchsinに 染 まる大 きな核小体が見出 され,

pyknoticformの も のも存在 した(第1図3).

ε細胞 の外形 は,円 形,卵 円形,楕 円形叉は長楕 円形等,種 々であ るが,α 細 胞 と比較

して卵 円形 よ りも楕 円形に近い ものが多い.大 き さは径5μ 位か ら13μ 位 まで種 々の段

階 があるが,径8μ 位 の ものが多 く,α 細 胞に比 べて小型 である.細 胞質に含 まれ る穎

粒は α 細 胞 と異な り,orangeGを 摂 らず にacidfuchsinに 染 ま り,叉 α 細胞 より

梅 大粒 であ り,比 較的小型な細胞で核 にchromatin顆粒 の多い ものでは,細 胞質顆粒

が緻密につ まつた ものが 多 く(第1図4),細 胞 が大型 で核 の明 るい もの では,比 較 的細

胞質顆粒 が まば らであ る(第1図5).こ れ らの事 は,α 細 胞の場合 と全 く同様 で あ る.

大 型 の ε細 胞では,核 に接 す るか,叉 は核 に近 く細胞質 の広 い方の部分でGolgi装 置 の

陰 影 と思われ る リング状 の空 隙が見 られ るが(第1図5,6),こ れ は δ細胞 で見 られ る

Golgi装 置 の陰 影の よ うに大 き く鮮 明では ない.α 細胞では,稀 に ε細 胞のGolgi装 置

に類似 した陰 影が不鮮 明に認め られ る.ε 細胞 の核は 円形叉は楕 円形で,α 細胞 の核に比

べ て丸味 を帯た ものが多 い.核 内には1,2個 のacidfuchsinに 染 まる核小体が あ り,

これ を中心 に してchromatinが 集 合す る.最 も重要 な ことは,α 細胞 と ε細 胞 との移

行型 を想わせ るよ うなacidfuchsinに ま染 まる顆粒 とorangeGに 染 まる顆粒 とが混

在す る細胞が,少 しも観察 され なかつた ことである.

以上述べた α,ε 両 細胞 の観 察は,牛,山 羊で も殆 ん ど同様 で,只 細 胞の大 きさが牛,

山羊 の α,ε 両 細胞は,と もに豚の ものに比 べて梢 ζ小型 であつた.
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第1図.酸 好性細胞の2型(豚)。

次に,α,ε 両細胞の前葉に於ける分布状態を見ると,牛,山 羊及び豚 ともに大体同様

で,両 種の細胞は混在 しているが,籍 度から云 うと α 細胞は前葉の中心部から上面にわ

たつて密に分布 し,ε 細 胞は後部より下面にかけて密度が大である(第2図).

第2図.α 細 胞 と ε細 胞 の 分 布状態.

A牛,B山 羊,C豚

1漏 斗部,2後 葉,3半葉,4前 葉,Oα 細 胞,× ε細 胞

α,ε の両種細胞の数を前葉の他の細胞型の数 と比 較 し,こ れを比率で示す と第2表 の

様になる.

第2表
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従来,酸 好性細胞は α 細胞 とい う名の もとに1細 胞型 として一括 されていたが,Daw-

sonandFriedgoodl)等 は 兎 と猫 との下 垂体前葉でazocarmineに 染 る 特 殊 酸 好 性 細

胞 を発 見 し,こ れ をcarminece11と 名づけた.こ の細 胞は袋鼠,猿,モ ルモッ ト・ イ タ

チ(Dawson,1938,1942),ア ル マヂ ロ(01dham,1938),鳥 類(Rahn,1939,Rahnand

Painter,1941,Payne,1943),イ モ リ(Copeland,1943),縞 蛇(Hartmann,1944)等 の

下垂体前 葉で も観察 された.そ の後,Hartmann,FainandWolfe2)は,犬 の下垂体前

葉 で,以 前Wolfe,ClevelandandCampbe113)等 が 塩基好性細胞 として報告 して いた

erythrosince11を,carminece11と 同 一物であ ると確認 した.叉 最近 に至つ てGold-

bergandChaikoffD等 は,Martinのhaematoxylin-trichrome法 の 変法に よつて犬

の下垂体前葉 の酸好性 細胞をorangeGに 染 まる α 細 胞 とacidfuchsinに 染 まる ε

細 胞 とに分 離 した.

著 者 は,Goldberg-Chaikoff法 の変法 に よつ て牛,山 羊 及び豚等 の家畜 の下垂体前 葉

を処置 し,酸 好性細胞 を α 細胞 と ε細胞 との2型 に明かに区別す る事が出来た.こ の α,

ε の両細胞の細胞顆粒 は,α がorangeG,ε がacidfuchsinを そ れぞれ撰択的 に摂取

し,染 色性が全 く異 な り,し か も両細胞質顆粒 の混在 した移行型 と思われ る細胞 は,少 し

も認め られなかつた.且 叉,細 胞質内の顆粒 の消長,核 の態度等 の細胞学的条件が,α 細

胞 と ε細胞 とは平行 的に変化 し,更 に両細胞 の前葉 に於 け る分布状 態は,各 家畜共 に略 々

α 細胞は 中央 よ り上 面に,ε 細胞は後部 よ り下 面に分布 していて,特 有 の分布区域 を占有

している.こ れ らの事か ら考 える と,α,ε の両細胞は本 質的に全 く別種 の細 胞であ る と

思われ る.酸 好性細 胞が成長 ホルモ ン分 泌に関係す る とい うことは,鼠 に於 て既 に以前 よ

り 一般 に認 め られてい るが,更 に 黄体形成 ホルモ ン(LH)分 泌,或 は催乳 ホルモ ン分 泌

に も関係す ると主張す る報告が,兎 と猫(FriedgoodandDawson1942,Dawson1946),

牛(FriedmanandHa11,1941),鼠(Desclin1945,Lacour1950,EverettandBaker,

1945)及 び 鳩(SchooleyandRiddle,1938)等 の 動物を材料 として発表 され ている.か

か る際に,酸 好性細胞が 更に細か く区別 出来 る とい う事実 と併せ考え るな らば,畜 産学 の

分野 に於 て乳生産 を主体 とす る牛,山 羊 の様 な乳用家畜の泌 乳機 構の解 明に対 して,従 来

の よ うに多種類 の ホルモ ン分泌を僅か1種 類の細胞に関係 づけ るよ りも一 層説 明が容易に

なるであろ うし,更 に細かい生理 的状態の形態学 的分 析が,将 来に於 て も可能 とな るであ

ろ う.著 者は,今 後 更に,こ の方面 に研究 を進 めて行 くつ もりでいる.

IV.総 括

(1)Goldberg-Chaikoff重 去の一部 を改良 して,こ れに よつて牛,山 羊及び豚の下 垂

体前葉 を染色 し,酸 好性細 胞を α,ε の2型 に染め分けた.

(2)α,ε の両細胞は,細 胞質顆粒 の染色性 の相 違 と移行型の存在 しない事,両 種細

胞は,顆粒 の消長,核 の態度等 の細 胞生理学 的条件が平行的 に変化す ること及び前葉内で

の分布状態が異 なる事 な どか ら,本 質的に全 く別種の細胞であ ると思われ る.
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 R e sum  e 

1) In the anterior pituitaries of cattle, goats and pigs, two types of the 

acidophiles (alpha and epsilon cells) were able to differentiate with Goldberg-

Chaikoff's staining method modified. by Kato et al. (1952). 

2) Employing this modification, the alpha cell granules were stained dis-

tinctly by orange G, while the epsilon cell granules were selectively stained 

by acid-fuchsin. No transitional figures were observed between the two. 

   3) The alpha cells were found mostly from dorsal to medial region, on the 

other hand, the epsilon cells were distributed from ventral to posterior region 

of the gland. Thus, there were distinct possible regional differences of the cells 

in the gland. 

   4) The differences of staining reaction and the regional patterns in the 

gland suggest that the epsilon cells differ essentially from the alpha cells.


